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ＧＫＰ（下水道広報プラットホーム） 
NPO 法人 日本下水文化研究会関西支部 

NPO 法人 下水道と水環境を考える会・水澄 

 

下水道展 '14 大阪（2014/7/22～7/25） 

水環境カフェの記録 
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まえがき 

 

下水道展では、一昨年から一般来場者向けに、GKP が主体となって「スイスイ

下水道研究所」を開設し、その中に「NPO コーナー」が設けられました。昨年の

下水道展’14 大阪では、その NPO コーナーにおいて、多くの団体の参加・協力を

得て「水環境カフェ」を開催しました。 

「水環境カフェ」では、上・下水道や河川など水環境にかかわる NPO 団体等か

ら、カフェの雰囲気の中で、その活動内容を話題として提供いただくとともに、

提供いただいた話題について、カフェに来店されたお客様（来場者）を交えて活

発に意見交換を行っていただきました。 

カフェを開催した４日間で、参加いただいた団体は１１団体、提供いただいた

話題は１８題にのぼり、５００人を超える多くのお客様がカフェにご来店くださ

いました。 

 カフェには、世代や性別に関係なく多くの方々に気軽に立ち寄っていただける

ように、テーブル席６つに客席３０席を設け、冷たい飲み物とスナック菓子を提

供させていただいたところ、お子様連れの方にも沢山ご来店いただきました。 

各団体からの話題や意見交換のやりとりなど、詳しい内容は本文に収録してい

ますのでじっくりとお読みいただきたいと思いますが、お客様には、全く自由な

スタイルでカフェに参加していただきました。周りはそっちのけで飲食に没頭す

る子供たちがいると思えば、たまたま聞き合わせた話題に関心をひかれ、熱心に

意見交換に参加されるお母さん方、話題への好奇心や感想を率直な気持ちで伝え

ていただいた方などもおられ、終始和やかな雰囲気で４日間を終えることが出来

ました。 

 英国で始まったとされる「サイエンスカフェ」にヒントを得て、「水環境カフ

ェ」を企画して実施することにしましたが、初めての経験であったにもかかわら

ず、関係者の皆様のご協力により盛況裏に終えることができたことを、この場を

お借りして感謝申し上げる次第です。 

 「水環境カフェ」を切っ掛けに、水環境にかかわる多くの方々の連携の輪がよ

り一層広がり、清らかで豊かな水環境の創出に寄与されることをご期待申し上げ

るとともに、参加・協力をいただいた各団体の益々のご活躍とご発展を祈念いた

します。 

 

2015 年３月吉日 

NPO 法人下水道と水環境を考える会・水澄 

 



17 

 

Café menu 

☆ 日本下水文化研究会関西支部の活
動報告 ： 

NPO 法人日本下水文化研究会関西支部 
     藤田 俊彦氏 

 
P- 1 

☆ 嵐電沿線の協働緑化プロジェクト ： 
NPO 法人 京都・雨水（あまみず）の会 

上田 正之氏 
 

P- 3 

☆ 水澄の活動報告・水環境探訪 ： 
NPO 法人下水道と水環境を考える会・
水澄          六鹿 史朗氏 

 
P- 5 

☆ 水澄の活動報告・休日スクールと
出前講座 

： 
NPO 法人下水道と水環境を考える会・
水澄          宮崎 隆介氏 

 
P- 7 

☆ 「石津川に鮎を」の活動状況 ： 
市民ボランティアネットワーク・石津
川に鮎を        前田 勝彦氏 

 
P- 9 

☆ 昭和４０年頃の寝屋川 ： 
NPO 法人日本下水文化研究会関西支部 

木村 淳弘氏 
 

P-12 

☆ 水澄の活動報告・市民講座の開催 ： 
NPO 法人下水道と水環境を考える会・
水澄          小沢 和夫氏 

 
P-14 

☆ 魚の生息状況から見た河川の水環
境の変化 

： 
NPO 法人下水道と水環境を考える会・
水澄          光岡 和彦氏 

 
P-16 

☆ 藤原京の下水道 ： 
NPO 法人日本下水文化研究会関西支部 

木村 淳弘氏 
 

P-18 

☆ 歴史的な水環境の再考－活動内容
紹介と本願寺水道－ 

： 
東本願寺と環境を考える市民プロジェ
クト            金  度源氏 

 
P-20 

☆ 親水体験型環境学習会の推進 
－柴島干潟－ 

： 
大阪市環境局（特別参加） 

山下 憲司氏 
 

P-22 

☆ 背割下水のはなし ： 
NPO 法人下水道と水環境を考える会・
水澄          山野 寿男氏 

 
P-24 

☆ ２１世紀水倶楽部の主な活動 ： 
NPO 法人２１世紀水倶楽部 

清水  洽氏 
 

P-26 
☆ 清流復活・安全な川づくりを願っ

てすすめてきた大和川流域の市民
活動について 

： 
 
大和川市民ネットワーク 

小松 清生氏 

 
 

P-28 

☆ 活動報告と水のありがたさ 
： NPO 法人よどがわ・水研究会 

玉井 義弘氏 
 

P-30 

☆ 水辺をいかしたまちづくりのた
めに 

： アクアフレンズ 
美濃原弥恵氏 

 
P-32 

☆ 恩智川クリーンリバープロジェ
クト 

： 恩智川環境ネットワーク会議 
高山 晴行氏 

 
P-34 

☆ 水澄の活動報告、研究会・講演会
の開催 

： NPO 法人下水道と水環境を考える会・
水澄          楠本 光秀氏 

 
P-36 

 

添付資料 

・NPO コーナーにおけるパネル展示の記録 
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№1  

話題のテーマ 
日本下水文化研究会関西支部の活動報告 

提供団体並びに発表者 NPO 法人 日本下水文化研究会関西支部 

藤田 俊彦氏 

カフェの参加者数 45 名 

カフェの実施日 2014（平成 26）年 7 月 22 日（火）、12 時 30 分～ 

■話題の概要■ 

 水は、使えば必ず汚れますが、その汚れを

出来るだけ外へ出さないという古来の習

慣が、今、忘れ去られようとしています。

この古来の習慣に文化の源があり、健全な

水環境保全に重要な役割をもっています。 

 NPO 日本下水文化研究会は、下水、水環境

などの文化を考え、それを普及・啓発する

ために結成された団体です。本部が東京に

ある全国組織で、バングラディシュへの支

援など、国際活動も行っています。関西に

は関西支部があり、他の NPO 等の団体と

連携して活動しています。 

 関西支部は大きく分けて８つの活動を行

っていますので、それを紹介します。 

 １つ目は「講演会・研修会」の開催です。

昨年度の講演会は、大阪府・兵庫県の後援

を受け、大学教授、行政の幹部職員を講師

に招き、エネルギーについての講演後、参

加者を交えて意見交換を行いました。 

 二つ目は「各種研究会」の開催です。毎年

１回、「水環境をかたる会」を開催してい

ます。水に関する何題かの話題を用意し、

１題、約１時間の持ち時間で、30 分程度の

話題提供と、残った時間で参加者との意見

交換を行っています。 

 三つ目は「見学会」です。水に関する名所

や旧跡の見学で、昨年は京都の市街地内せ

せらぎ水路「堀川」を見て回りました。 

 四つ目は「出前講座」です。３年前から始

めました。次代を担う、小３～小６の児童

を対象に、水の大切さ、水循環を担う下水

道の大切さ、下水道を大切に使うための皆

の役割などを教えています。 

 五つ目は「他の NPO 等との交流」です。関

西水ネットを通じて 11 の団体と、年に２

回、交流・情報交換等の会議を開催してい

ます。 

 六つ目は「イベント等への参加」です。行

政等他団体が開催するイベントに、パネル

展示等の参加をしています。 

 七つ目は「機関誌の発行」です。「関西支部

便り」を年に２～３回発行しています。ま

た、本部では機関誌「下水文化研究」と広

報誌「ふくりゅう」を発行しています。 

 八つ目は「他NPO等の市民団体との協働」

です。関西支部は、他の３つの団体と協働

して活動しています。 

 

 

1 
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■意見交換■ 

Ｑ：取り組みの中で、苦労したことや特に印

象に残ったことを聞かせてください。 

Ａ：小学生を対象とした出前講座で、専門用

語を分り易く伝えることが難しかった

こと。また、関西支部と本部（東京）と

の意思疎通を図るのに時間がかかるこ

と等です。また、バングラディシュの支

援には関西支部は関わっていませんが、

その活動をＰＲするなど、支部も国際活

動に参加することが必要だと考えてい

ます。 

Ｑ：下水道は小学校４年生の教科ですが、ど

のようにして、小学校で下水道の出前講

座を行うようになったのですか。 

Ａ：小学校に直接話を持ち込んで、実施する

ことになりました。夏休みイベントのサ

マースクールにおいて、子供たちが好き

な教科を選んで希望者が参加するとい

う形で行いました。出前講座には、小学

３年生から６年生、２７～８名の参加が

ありました。 

Ｑ：私も水環境に関する啓発活動を行ってい

ますが、活動の効果を挙げるには、子ど

もや女性に浸透しなければ難しいと実

感しています。そこで、女性や子ども達

の参加を増やすような工夫があれば披

露してください。 

Ａ：最近小学校では、ゆとり教育という教科

がなくなり、環境に関する教育時間が取

れなくなっているのが現実で、子ども達

が関心を持ってくれるように、地道にＰ

Ｒ活動を続けていく以外方法がないと

思います。また、女性に関心を持って貰

える取組みとのことですが、多くの女性

が参加されている「恩智川環境ネットワ

ーク会議」との連携を取りながら活動を

進めています。 

 

（以上） 
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№2  

話題のテーマ 
嵐電沿線の協働緑化プロジェクトについて 

提供団体並びに発表者 NPO 法人 京都・雨水（あまみず）の会 

上田 正之氏 

カフェの参加者数 45 名 

カフェの実施日 2014（平成 26）年 7 月 22 日（火）、13 時 00 分～ 

■話題の概要■ 

 私達は、雨を下水道に流さず、雨水を有効

に活用するという活動を行っています。 

 キーワードは４つあり、「雨を溜める」「雨

を地下に浸透させる」「木の葉っばから蒸

散させる」「落ち葉で洪水を防ぐ」ですが、

そのような雨と仲良くする活動を通じて、

環境教育やヒートアイランド対策などに

役立てたいと考えています。 

 今年、京都市から「京都環境賞」を受賞し、

副賞で 50万円をいただきました。今日は、

その具体的な活動を紹介します。 

 私達は、嵐電沿線の協働緑化事業を行って

います。 

 嵐電は、駅を地域の公共施設と位置づけ、

緑化を進める計画を立てました。そこで、

地域住民、NPO、企業などが協力して緑化

を進めています。 

 駅は無人駅なので水道が無く、緑化用水と

して雨水貯留タンクに溜めた雨水を活用

することにしました。 

 嵐電の全２１駅のうち、１０か所の駅に１

４個の雨水タンクを設置しましたので、約

４トンの雨水を溜めることが出来ます。 

 駅には、プランターを設置することにし、

京都の北部で木材を調達し、宇治田原産の

柿渋を塗料に使って、木製のプランターを

製作しました。 

 沿線の京都市立「御室小学校」では、総合

的な学習の時間に、私達が紙芝居などを使

って、身近な環境教育を行っています。 

 京都市の「右京区まちづくり支援制度」を

活用して、「地域や小学校がプランターの

植替えや水やり」「園芸教室」「芝桜の植え

付け」などの活動を行っています。 

 花泥棒への対策が課題としてありますが、

何とか地域の力で解決したいと考えてい

ます。 

 また、小学生と保護者が参加して、「嵐電沿

線雨水タンクスタンプラリー」も行ってい

ます。雨水タンクへのタッチと３択クイズ

を行うとスタンプが貰える仕組みです。親

子で一日、歴史と文化を学びます。 

 このような活動に対して、市長から「京都

環境賞」をいただきました。 

 

■意見交換■ 

Ｑ：地域や小学校との連携を、どのようにし

て図っていったのですか。 

Ａ：2003 年「世界水フォーラム」を契機とし

3 
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て、市内の全小学校に雨水タンクを設置

しましたが、その３年経過後に、利用状

態の実態調査を私達が行ったことが切

っ掛けとなり、校長先生との信頼関係が

生まれて、小学校と連携することになり

ました。 

Ｑ：現在、会員は何人おられますか。又、新

たな会員の獲得に工夫をされています

か。 

Ａ：現在の会員数は３５名です。新規会員の

募集は、イベントの時などに声掛けをし

ていますが、なかなか集まりません。 

Ｑ：特に、女性会員の獲得についてはどうで

しょうか。 

Ａ：この活動は、嵐電沿線の商店街の女性な

どを中心に熱心に行っています。そこで

嵐電本社において月１回、嵐電を交えた

女性中心の会合を行っています。その場

では、女性の視点で身近な改善点につい

て活発な発言があり、電鉄会社も地域と

一緒になって活性化に取り組む姿勢が

みられます。 

Ｑ：園芸肥料に、下水汚泥を活用されたこと

がありましたか。 

Ａ：使ったことはありませんが、微生物を使

った肥料作りは経験があります。身近に

手に入るのなら、今後使うことも検討し

たいと思います。 

Ｑ：雨水を利用した活動は、東京の墨田区を

始め全国的に行われていますが、他団体

との横の連携はありますか。 

Ａ：他の団体とは、「雨水ネットワーク会議」

で繋がっています。年１回、全国大会が

持たれています。 

Ｑ：今後の重点的な取組みと、今後の課題を

聞かせてください。 

Ａ：京都市は、雨水タンクと雨水浸透ますに

補助金を出してくれます。これを利用し

て、今後は雨水利用に加え、雨水の地下

浸透を重点的な取組にしたいと考えて

います。 

（以上） 
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№３  

話題のテーマ 
水澄の活動報告・水環境探訪 

提供団体並びに発表者 NPO 法人 下水道と水環境を考える会・水澄 

六鹿 史朗氏 

カフェの参加者数 40 名 

カフェの実施日 2014（平成 26）年 7 月 22 日（火）、15 時 30 分～ 

■話題の概要■ 

 NPO 法人・水澄の活動のうち、水環境探訪

部会の活動を紹介します。 

 水環境探訪部会は、身近な河川や湖沼を探

訪し、水環境の変遷と現状を知ってもらう

ことにより、改めて、水環境に果たす下水

道の役割や下水道の大切さを伝えること

を目的に、昨年度から活動を始めました。 

 ウォーキングにより、水環境だけでなく、

近隣の史跡や寺社を訪ね、その歴史的背景

や文化を知ることなども、活動に「楽しみ」

の要素を加えています。 

 本日は、第１回探訪会で訪れた「大和川と

古市古墳群」について紹介します。 

 探訪ルートは、大和川の付替え地付近とな

る柏原市役所付近を出発点に→石川河川

敷→土師の里→古市古墳群→藤井寺駅ま

で（終点）、8～9km を歩きました。 

 現在の大和川は、310 年前に付け替えられ

たもので、それ以前の大和川は、付替え地

付近から北に流れ、大坂城の北側で淀川と

合流していました。その当時は、大和川が

たびたび氾濫して大きな被害を受けてい

たことから、公儀普請として、現在の大和

川に付替えが行われたものです。 

 大和川の水環境については、汚濁の進んだ

川というイメージを持たれている方が多

いと思います。 

 以前の大和川は、昭和 40 年頃から流域の

開発が進み、昭和 45 年をピークに水質が

極端に悪化しました。数年前までは、関東

の多摩川や綾瀬川と並び、日本の河川水質

のワーストランキングを競っていました。 

 最も汚濁が進んだ昭和 45 年には、堺市の

浅香山浄水場の取水が停止されるという

事態も生じています。 

 現在の大和川は、流域の下水道整備などが

進み、水質環境基準 BOD5mmg/ℓを達成す

る地点も多くなりました。その結果、住吉

大社の神輿渡御をはじめ、水と触れ合うイ

ベントなども開催されるようになってい

ます。 

 この水質改善に、大きく寄与しているのが

下水道整備であり、特に、流域の 2/3 を占

める奈良県下での下水道整備の進捗が、水

質の改善に顕著に表れています。 

 この探訪会では、石川沿いに多くの古墳が

あり、それらの古墳も同時に見て回りまし

た。 

 この古市古墳群と、西側の堺市にも百舌鳥

5 
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の古墳群がありますが、現在、それらを合

わせた 87 基を「百舌鳥・古市古墳群」とし

て、世界文化遺産に登録する取り組みがな

されています。 

 昨年、富士山が世界文化遺産に登録され、

今年になって富岡製糸場が登録されまし

た。大阪には、未だ世界遺産がありません

ので、ぜひ頑張ってほしいと思っています。 

 

■意見交換■ 

Ｑ：大和川が汚れた理由は何ですか。（小学

生からの質問） 

Ａ：人間が経済活動や社会活動で汚した水を、

そのまま川に流してしまったことが原

因です。昭和 30 年～40 年代は、日本が

高度経済成長期にあって、たくさんの工

場が出来た時代でした。また、今の様に

法律が整備されておらず、汚れた水を川

に流しても罰せられなかったという一

面もあります。規制がなかったというこ

とです。そうしたことが原因となって、

川が汚れてしまったのです。 

Ｑ：堺市が浅香山浄水場からの取水を停止し

たのは何時ですか。 

Ａ：昭和 53 年の 12 月です。それまでは、汚

れのひどい日は取水を停止するなどし

て、何とか凌いでいたようです。現在で

は、大阪府の広域水道から給水を受けて

いますので、大和川からの取水はしてお

らず、配水場として機能しています。 

Ｑ：大和川の上流の石川では、水が綺麗にな

り過ぎて、魚が住めなくなったと聞きま

したが。 

Ａ：個人的な意見ですが、あまり水を綺麗に

し過ぎる、つまり、下水道でそこまで綺

麗にする必要性があるのかと思います。

農水省など関係機関とも調整しながら、

河川に応じた下水道の処理水質を決め

ていく必要があるのではないかと考え

ます。 

Ｑ：現在、大和川の付替え地点から北側に流

れている、旧の大和川は何という河川で

すか。 

Ａ：玉串川と久宝寺川（現在の長瀬川）が北

に向かって流れています。枝分かれしな

がらも、流末では淀川に合流しています。 

 

（以上） 
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№４  

話題のテーマ 
水澄の活動報告・休日スクールと出前講座 

提供団体並びに発表者 NPO 法人 下水道と水環境を考える会・水澄 

宮崎 隆介氏 

カフェの参加者数 41 名 

カフェの実施日 2014（平成 26）年 7 月 23 日（水）、11 時 00 分～ 

■話題の概要■ 

 NPO 法人・水澄の活動のうち、下水道休日

スクールと出前講座について紹介します。 

 日本の下水道は、昨年度末で、全国的には

80％弱、大都市ではほぼ 100％普及してい

て、皆さんが下水道を意識しない、つまり、

下水道が空気のような存在となってきて

います。 

 一方、普及が進んだといえども、現在の下

水道が抱える課題はいろいろあります。そ

れらの課題を解決するには、皆さんに下水

道を理解いただき、協力していただく必要

があります。特に、子ども達やそのご両親

に、下水道の大切さを理解いただくことが

大切だと考えています。 

 私が下水道に携わったのは、今から 40 年

以上前ですが、その頃は、工場排水も家庭

の汚水も、川に直接流れ出ていました。汚

れて当たり前でした。そこで、川の両側に

下水管を埋めて、汚れた水を下水管で集め、

下水処理場に送って綺麗な水にして流す

ようにしました。 

 また、大阪市で下水道を集中的に整備し始

めた時代は、川はドブ川・ゴミ捨て場の状

態でしたが、下水管を埋めてドブ川をなく

し、遊歩道などに整備することで、環境改

善や環境整備を図ってきました。 

 ところが、会場のお子さんたちは、下水道

があるのが当たり前で、下水道が整備され

ていなかった時代の様子はわかりません。 

 そこで、下水道の役割などを理解してもら

い、下水道の大切さを知ってもらうことを

目的に、下水道休日スクールを開催してい

ます。 

 下水道休日スクールは、大阪市の下水道科

学館のイベントですが、私達は、そのイベ

ントの協力者として、下水道休日スクール

を企画・実施しています。 

 大阪市下水道科学館は、今から 19 年前に

下水道事業着手 100 周年を記念して建設さ

れました。地上 6 階・地下 1 階の建物で、

下水道のしくみを初めとして、水の大切さ

などが分りやすく展示されています。見学

は自由で、年平均約 10 万人の来場者があ

ります。 

 下水道休日スクールは、毎回、親子連れ 10

組、30 人程度を対象に行っています。 

 休日スクールへの参加は、下水道科学館の

ホームページから応募できますが、開催当

日に、来場された親子連れに呼びかけて、

7 
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参加者を集めているのが実情です。 

 下水道休日スクールの流れは、下水道のは

なし→チャレンジシート→微生物観察と

水の不思議実験→採点と表彰式の順で、所

要時間は 2 時間程度です。 

 下水道のはなしは、ＤＶＤやＰＰＴを使っ

て初歩的な下水道の内容を 20 分程度紹介

するとともに、チャレンジシートの解答の

ヒントを与えます。 

 チャレンジシートは、参加者の記憶に残る

ように、下水道の基本的事項を 7 問の問題

にして、下水道科学館を探検しながら解い

ていきます。問題は、家庭で使う水の量に

始まり、下水道の歴史から資源の有効利用

まであります。 

 大人も子どもも一番喜んでくれるのが、下

水を綺麗にする微生物観察と、トイレット

ペーパーとティシュペーパーの溶解実験

です。この実験では、別々のガラスコップ

にトイレットペーパーとティシュペーパ

ーを入れ、水を入れて撹拌棒でかき混ぜて

溶け方を比べます。この実験で、トイレッ

トペーパーが水に溶け込むことが分り、ト

イレには必ずトイレットペーパーを使う、

ということを実感してもらっています。 

 最近始めた水の不思議実験では、大気圧が

作用していることを、水を使ったいくつか

の実験で体感してもらっています。 

 最後に、チャレンジシートの採点と表彰式

を行います。全問正解者には、チャレンジ

シートにあっぱれスタンプを押します。表

彰式では、解答結果に応じて、1～3 級の認

定証を授与するとともに、記念品を渡して

休日スクールを終了します。 

 次は、出前講座について紹介します。出前

講座は、下水道科学館を訪れることの出来

ない子ども達を対象に行っています。 

 これまで年に 1～2 回、病院の院内学級や

児童養護施設などで行いました。 

 内容は、チャレンジシートを除き、休日ス

クールとほぼ同じで、ＤＶＤによる下水道

のはなし、顕微鏡による下水をきれいにす

る微生物観察、トイレットペーパーとティ

シュペーパーの溶解実験などの水質実習

を行っています。 

 

■意見交換■ 

Ｑ：下水道休日スクールにおいて、一番苦労

されたことはどんなことですか。 

Ａ：下水道の専門用語を分りやすく伝えるこ

と、また、説明が早口にならないことなど

に気をつけています。如何に易しく伝え

るかを大切にしています。 

Ｑ：下水道休日スクールは、いつ開催される

のですか。 

Ａ：1 年に３回開催しています。下水道科学

館のホームページを見ていただき、ぜひ、

下水道休日スクールに参加してください。 

 

（以上）
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№５  

話題のテーマ 
「石津川に鮎を」の活動状況 

提供団体並びに発表者 市民ボランティアネットワーク・石津川に鮎を 

前田 勝彦氏 

カフェの参加者数 41 名 

カフェの実施日 2014（平成 26）年 7 月 23 日（水）、11 時 20 分～ 

■話題の概要■ 

 石津川は大阪府南部にある全長 13km の小

さな河川です。堺市で始まり、堺市で終わ

るという、まさに堺市民のふるさとの川で

す。ところが近年、川はコンクリート護岸

で覆われ、水質も良好といえず、また何よ

りも市民生活からは存在が希薄なものと

なってしまい、川というよりも排水路と呼

ぶほうがふさわしい状況となっていまし

た。そのような中、2003 年に石津川の環境

改善に関心のある個人や団体による石津

川の調査が始まり、翌 2004 年には、春と秋

に地域住民や NPO 団体、ロータリークラ

ブ、大学生等の多くの人が関わって、石津

川の水質調査を、石津川全水系に対して実

施しました。これがきっかけとなり、石津

川にアユが遡上するような清らかな水質

と、石津川流域に豊かな多自然型の河川環

境を取り戻し、そして何よりも市民にとっ

て川のある生活、身近な川としての石津川

を取り戻すため、「石津川に鮎を」という市

民ボランティア･ネットワークを組織し活

動することとなりました。 

 主な活動を紹介します。 

① 月 1 回の定例会を開催しています（意見

交換、活動の計画、研修会などの実施）。 

② 「石津川葦舟まつり」として、近隣の小

学校や NPO と連携し、石津川産の葦を用

いた葦舟をつくり、子どもたちと川を下

って、川の役割の学習や、水生生物の観

察会を実施しています。 

③ 毎年 6 月に「身近な水環境の全国一斉水

質調査」に参画し、石津川水系の水質調

査を実施しています。 

④ 啓発活動として、各種のイベントに参加

し、パネルや生き物展示等を通じて、石

津川への関心を高めていただく取り組み

をしています。最近では「堺ボランティ

ア市民フェスティバル」や「エコころフ

ェスタ」、大学生とのジョイントで「泉北

なつ・ゆめまつり 2011」に参加し、石津

川の生き物展示などをしました。 

⑤ 大阪府鳳土木事務所や地元自治会との連

携事業（河川アドプト）として、河川美化

活動を年 2 回実施しています。これによ

り、花いっぱいの河川敷が維持されてい

ます。 

⑥ その他 

・大阪府が主催する石津川流域交流会議に、

市民団体の代表として参加しています。 

・堺市が主導する石津川ヨシ原再生事業に、
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市民協働として参画しています。 

・大阪府河川愛護功績者として感謝状を、大

阪環境賞府民活動部門の特別奨励賞を受

賞しました。 

 平成 21 年の堺市の水生生物環境調査で、

石津川の支流、百済川の剣先付近で 1 個体

ではありましたが、まさかの鮎の出現をみ

ました。これほど早くアユの遡上が確認で

きるとは、誰もが予想しなかったことでし

た。その後毎年私達の調査で、数は少ない

ものの、本流・支流ともに鮎が捕獲・確認

できていますが、残念ながら産卵・稚鮎は

確認できていません。 

 鮎が多く泳ぐための環境には、夏場の水温、

水質、餌場、産卵場などの問題があると考

えられます。今までの調査では、石津川に

おいて世代交代をしていない可能性が高

いと考えられます。そこで、世代交代を可

能にするための方策を、本流と支流に分け

て検討してみました。 

 本流では、水量が確保されているという好

条件があり、その他の条件が揃えば支流以

上に遡上すると想定されます。遡上後に一

定の生活場（定着）になる場所は、通過点

と違って水質が良好で、水量も一定確保で

きる新川橋周辺（河口から 9.7km 地点）が

候補地になると考えられます。しかし、こ

こに遡上するまでには、遡上を阻害する複

数の堰が存在しています。今後、それらの

堰構造等を調査し、遡上を阻害する可能性

がある場合は、河川管理者と話合い、堰の

改善に対して理解を求めていくことが必

要です。昨年、一箇所の堰に魚道造りが始

まり、現在、手直しなどをしつつ遡上状況

を監視しているところです。 

 支流については、一つ目として、夏場の高

水温期をクリアさせるための対策が必要

です。河川水温を下げることは、水質改善

より難しいかも知れませんが、例えば、河

床に礫を敷き詰めて間隙を設け、高水温時

の退避場所にするとか、市民からの要望の

高い桜並木などを堤防沿いに植樹して、河

畔林を整備することで川面に適当な日陰

を創出し、河川水の高温化を防ぐこと等が

考えられます。二つ目は、餌場の確保です。

支流では、遡上後のアユは、成長はしてい

るものの総じて個体が小さく、7 月末から

8 月末にかけては殆ど成長していないとい

う調査結果が出ています。餌の不足が原因

と考えられます。付着藻類の生産量を高め

るために、自然河川形態への改善の一環と

して、礫石の投入が必要であるとともに、

産卵場所の造成も必要だと考えます。 

 アユの調査をしていると「何をしているの

ですか」とよく尋ねられます。「アユの調査

です。ここに生息しているのですよ」とお

答えすると、年配の方々の 10 人中 9 人は、

「それは本当ですか。すごいことですね」

と驚き喜ばれています。単なる水質調査時

の反応とはまったく違っているのを実感

し、やはり、アユのインパクトはすごいと

感じました。 

 石津川は、都市部それも住宅密集地である

街中を流れる区間が多く、流程もたかだか

13 ㎞の小河川です。上流から下流まで人

為的改変が加えられた、自然度が極めて低

い川であり、極端に汚濁が進んだ河川でも

ありました。このような川にアユが遡上し、

世代を繰り返すことができた時は、私達と

堺の町が目指すべき目標の一つである「環

境との共生」を、言葉だけでなく体で実感

することが出来ることになるのではない

でしょうか。 

 

 

10 



17 

 

■意見交換■ 

Ｑ：石津川支流の百済川のそばに住まいして

いますが、鮎ではなく亀と鯉が多く見ら

れます。自然発生したものでしょうか。 

Ａ：みどり亀という外来種で、二代目、三代

目のものです。イシ亀も、一時は絶滅状

態でしたが、今は少し戻ってきたようで

す。小魚が亀のエサになっているようで

す。 

Ｑ：石津川の水質が、なぜきれいになったと

考えられていますか。 

Ａ：きれいになったと言っても、以前より水

質が良くなったということです。葦の浄

化作用とまでは言えませんが、下水道が

整備されたことによります。水量の少な

い百済川の水質は、劇的に良くなってい

ます。 

Ｑ：堺市では下水道を 100％整備しているに

もかかわらず、なぜ石津川がきれいにな

らないのでしょう。泉北下水処理場から

下流では、水量の半分以上が処理場から

のきれいな放流水です。水質が良くなら

ないのは、分流式の雨水が原因ではない

かと、私は考えていますが。 

Ａ：泉北下水処理場は、水量の三分の一を高

度処理しています。高度処理が魚にとっ

ていいかどうかは別問題ですが、下水道

で水がきれいになり過ぎて困っている、

という漁師の方もおられるようです。し

かし、今よりはきれいな水になってほし

いと思っています。 

      （以上） 
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№６  

話題のテーマ 
昭和４０年頃の寝屋川 

提供団体並びに発表者 NPO 法人 日本下水文化研究会関西支部 

木村 淳弘氏 

カフェの参加者数 約 45 名 

カフェの実施日 2014（平成 26）年 7 月 23 日（水）、13 時 00 分～ 

■話題の概要■ 

 寝屋川流域は、もともと低湿地帯であり、

寝屋川の勾配が緩く、流末の大阪市の京橋

で川幅が狭まっているため、排水状況の悪

い地域でした。また、厚い粘土層の堆積し

た軟弱地盤のため、開発には適さない地域

とされてきました。しかし、「戦後の復興に

は、大阪市の東に位置する、東大阪地区の

開発が重要である」との考えにより、昭和

27 年に寝屋川の改修計画の調査に着手し、

昭和３０年に着工しました。昭和 40 年頃

には改修計画が概ね出来上がり、寝屋川流

域下水道もこの頃に着工されました。 

 私は、昭和４０年頃に撮影した寝屋川の写

真を百枚ほど持っています。今日は、ほぼ

半世紀前の寝屋川を写真で紹介します。 

 写真の撮影地点は、西から第二寝屋川との

合流点付近、JR 京橋駅付近、城東運河との

合流点付近、徳庵橋付近、鴻池処理場付近、

鴻池水路、JR 住道駅付近、第二寝屋川川俣

処理場付近、そして生駒山中腹の阪奈道路

からの展望です。 

 昭和４０年頃の寝屋川は、BOD45 程度の汚

濁した河川でした。写真では、今昔の寝屋

川の様子を紹介しますが、現在では、環境

基準値を満足する川となっています。 

［以後、次の地点の今昔を写真で紹介］ 

・大阪ビジネスパーク付近（昭和 40 年） 

・第二寝屋川との合流点（昭和 40 年） 

・JR 京橋駅付近（昭和 40 年） 

・城東運河との合流点（昭和 40 年） 

・徳庵橋付近（昭和 40 年） 

・西三荘ポンプ場（昭和 40 年） 

・鴻池処理場付近（昭和 41 年） 

・鴻池井路（昭和 40 年） 

・JR 住道駅付近（昭和 40 年） 

・川俣処理場付近（昭和 41 年） 

・阪奈から東大阪地区の眺め（昭和 40 年） 

 

■意見交換■ 

Ｑ：昭和 40 年頃と現在とでは、寝屋川流域の

人口はどれくらい変化していますか。 

Ａ：昭和 40 年では約 300 万人でしたが、現在

では約 400 万人となっています。この 50

年間で 100 万人ほど増えています。 

Ｑ：寝屋川の治水計画の推移について聞かせ

てください。 

Ａ：昭和 30 年の改修計画では、基本高水流量

は 536ｍ３/ｓでしたが、これには流域か
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ら排出される下水量が入っていませんで

した。下水量を含めると 1,650ｍ３/ｓとな

りました。現在では下水量を含めた 2700

ｍ３/ｓで改修が実施されており、京橋地

点で 2700ｍ３/ｓしか流せませんので、淀

川、大阪湾などにバイパスして放流する

計画になっています。現在でも工事途上

です。 

Ｑ：写真を見て、寝屋川の変り様を実感しま

した。ところで、「野崎参りは屋形船でま

いろ」と歌にありますが、今でも舟で行

くことが出来るのでしょうか。 

Ａ：住道までは船で行けますが、そこから上

流の支流は水深が浅く、野崎観音まで船

で行くことはできません。 

■参加者の感想■ 

 恩智川も、昭和 40 年頃には洗剤の泡が飛

んでいましたが、現在では、魚が泳ぎ川底

が見える川となりました。 

 昭和 40 年頃の生駒山からの写真は、大気

汚染の影響で景色がぼやけていましたが、

現在の写真では山がきれいに見えていて、

とてもインパクトがありました。 

 寝屋川の今と昔を写真で紹介いただいた

ので、その違いがビジュアルで分り易く、

大変参考になりました。 

 

（以上） 
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№７  

話題のテーマ 
水澄の活動報告・市民講座の開催 

提供団体並びに発表者 NPO 法人 下水道と水環境を考える会・水澄 

小沢 和夫氏 

カフェの参加者数 約 52 名 

カフェの実施日 2014（平成 26）年 7 月 23 日（水）、15 時 15 分～ 

■話題の概要■ 

 NPO 水澄の活動のうち、私は「市民講座の

開催」について報告します。 

 市民講座は、市民の方々に下水道を正しく

認識いただき、理解を深めていただくこと

により、下水道事業の持続的な推進に役立

てることを目的としています。つまり、市

民の方に下水道のファン、下水道の応援団

になっていただくことが目的です。 

 市民講座は、初級・中級・上級に区分して

います。初級は「下水道休日スクール」と

して、小学生の親子を対象に、平成 22 年度

から毎年３～４回実施しています。中級は、

本日ご紹介する下水道市民講座として実

施しております。上級は、より専門的な内

容で実施すべく、今後実施に向けた検討を

進めることにしています。 

 中級となる下水道市民講座は、平成 23 年

度から毎年、3～4 回の連続講座として実施

しています。これまでの３年間で、延べ 158

名の方に受講いただきました。 

 昨年度のカリキュラムをご紹介します。３

回の連続講座として、講義に見学・実習・

ディスカッションを組み合わせて、参加型

の講座としました。教科は、下水道を広く

俯瞰できるように、下水道の歴史、役割、

財政、仕組みに加えて、下水道の資源利用、

現在重点的に進めている施策等を紹介し

ました。 

 市民講座を行うには、参加者の募集が特に

重要となります。公報（区民だより）への

掲載を始め、インターネットの HP、図書館

等への募集チラシの配布などを行っていま

す。 

 講師会議も事前に数回開催し、講座の企画、

カリキュラムの策定、講師の選定、模擬講

義の実施などを行います。 

 テキストは、国土交通省・日本下水道協会・

大阪市建設局等の HP から引用した資料で

手作りしており、毎年、時点修正を加えて

います。なお、講義で使うパワーポイント

は、講師に作成をお願いしています。 

 講座の様子を写真で紹介します。 

・開講式の様子 

・講義の様子 

・水質実習の様子 

・施設見学の様子（海老江下水処理場、シ

ールド工事現場、津守下水処理場エネル

ギーセンター、道頓堀川水質確認調査） 

・ディスカッションの様子 

14 
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・終了証授与式の様子 

 アンケートの結果を紹介します。講座に参

加した切っ掛けは、7 割近くの方が「下水

道に関心があったから」と回答されており、

全員の方が「よく理解できた」又は「少し

理解できた」と回答されています。その他、

より下水道の重要さが分った、下水道につ

いて理解が深くなったなどのコメントも

いただいています。 

 今後に向けての課題ですが、一つには、よ

り多くの参加者を集めることです。定員の

30 名を確保できる、効果的な募集方法が課

題です。二つ目には、豊富な知見を有する、

講師陣を多数確保することが挙げられま

す。三つ目は、下水道技術の専門分野に関

する、上級講座の開設に向けた準備を進め

ることです。 

 

■意見交換■ 

Ｑ：私達は小学校への出前講座を行っており、

小学４年生で習う漢字を使うなど配慮し

ていますが、市民講座で特に配慮してい

る点を聞かせてください。 

Ａ：専門用語をできるだけ使わずに、説明す

るようにしています。専門用語を使う場

合は、その意味するところを解説するよ

うにしています。 

Ｑ：参加者の年齢・性別を教えてください。 

Ａ：年齢は６０歳代が中心で、７０歳代、５

０歳代、８０歳代と続いています。中に

は、２０歳代の方もおられました。性別

は男性が７割ぐらいです。 

Ｑ：開催日を教えてください。 

Ａ：これまで３回行っていますが、１回目と

２回目は平日の水曜日です。昨年度は、

より多くの参加者を集めるべく、土曜日

に行いましたが応募者数は変わりません

でした。アンケートでは、平日でも土日

でもどちらでもよいとする答えが大半で

した。平日では、若い方が参加しにくい

と思います。 

Ｑ：アンケートでは、下水道のどんなことに

関心があると答えていますか。 

Ａ：アンケートでは、そこまで突っ込んだ答

えを求めていないので分りません。多く

の方は、下水道に関心を持っていないの

ではないでしょうか。市民講座などＮＰ

Ｏ活動を通じて、これからも下水道のＰ

Ｒに努めていきたいと考えています。 

 

 

（以上） 
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№８  

話題のテーマ 
魚の生息状況から見た河川の水環境の変化 

提供団体並びに発表者 NPO 法人 下水道と水環境を考える会・水澄 

光岡 和彦氏 

カフェの参加者数 約 52 名 

カフェの実施日 2014（平成 26）年 7 月 23 日（水）、15 時 45 分～ 

■話題の概要■ 

 通常、水質汚濁の指標は BOD や COD など

の理化学データで示されます。しかし、そ

れらの数値は専門的で市民には分りにく

いため、大阪市では、市民にとって馴染み

易い水生生物による調査を行っています。 

 水生生物による調査は、比較的長期にわた

る水質変化が反映でき、水環境を全体とし

て評価でき、市民にも分かりやすい簡易的

な評価方法です。 

 例えば、源流域のきれいな川では、イワナ

やヤマメ、カジカなどの魚が生息し、川底

の石には藻があまり付着していません。 

 源流に比べて少し汚れている川には、アユ、

カマカツ、カワムツ、カジカなど魚の種類

が多く、川底の石に緑や茶色の藻が付着し

ています。それを食すゲンジボタルなども

生息しています。 

 下流に近づいたもう少し汚れた川では、生

物の数は増えますが、種類は少なくなりま

す。コイ、フナ、ドジョウなどの魚、コサ

ギやユリカモメなどの白い鳥が飛来し、堤

防にはセイタカアワダチソウなどの黄色

い花が目立ちます。ヒメタニシなどの巻き

貝、それを餌にヘイケボタルなどが生息し

ています。 

 さらに下流の汚濁が進んだ川には、川底に

はアメリカザリガニ、イトミミズなど赤い

生物が、石には白くふわふわしたミズワタ

が付着し、サカマキガイなどが生息してい

ます。もっと汚れている川には、目に見え

る生物は生息していません。 

 そこで、このような水質と生物との関係か

ら、指標となる生物と生物学的水質階級を

ⅠからⅣに分類し、さらに、各水質階級に

おける生物の優先種を定めました。 

 国では、公共用水域の水質環境基準を、

BODや DOなどの理学的指標を用いて定め

ています。そこで、その指標にⅠからⅣに

分類した水質階級をあてはめますと、例え

ばⅠでは、BOD が 2.5 以下で DO は多い、

代表的な魚はイワナやヤマメです。Ⅱから

Ⅳも同様にあてはめて河川の水生生物を

調査することにしました。 

 大阪市内の河川の水質を、BOD を指標に見

てみれば、昭和 47 年をピークに、年々きれ

いになってきています。下水道の普及につ

れて、河川水質が向上していったことは明

らかです。 

 大阪市が定点観測している環境基準点の、

平成 13 年の水質分析結果に、指標種の出

現種数を重ねると、淡水域では、水質が良

い淀川で「きれいな水質の指標種」の種数

が多く、水質が良くない寝屋川と大和川で

はゼロ、やや水質の良くない堂島川、土佐

堀川、道頓堀川では１、２種が確認されて

います。このことから、指標種の種数によ

る評価は、水質分析の結果とかなり一致し
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ていることが分かります。 

 汽水域では、淀川下流では３種を確認し、

安治川河口、木津川河口では１種を確認し

ています。水質分析結果と値が逆転してい

ますが、淀川下流にはヘドロの堆積はみら

れませんから、水質環境は良好と考えられ

ます。一方、安治川河口、木津川河口は、

ヘドロが堆積していて水質環境もあまり

良いとは考えられないことから、実際の水

環境や水質の差はそれほど変わらないと

考えられます。そのように考えると、指標

種の種数による評価は、水質分析の結果と

概ね一致していると判断されます。 

 水生生物指標による水質評価では、①水質

が改善し、魚などが帰ってきたこと、②水

質が改善するほど魚の種類も増加したこ

とが分るとともに、③川に魚がいる状況を

市民が知ることにより、川への愛着や水質

保全意識が増すという効果も期待されま

す。 

 大阪市が実施している、魚類の生息状況調

査を紹介します。調査は、河川の水質が向

上し魚類の生息が確認されるようになっ

た平成３年度以降、平成 23 年度まで、５年

毎にこれまで５回実施しています。平成 13

年度には、清浄な水質を代表する種が生息

範囲を拡大するなど、市内河川の水環境が

向上していることが判明しました。なお、

平成 24 年度には、大和川で市民による水

生生物調査も、環境学習会の一環として実

施しました。 

 過去５回の調査結果を表で紹介 

・市内河川（全体）における、出現魚種数と

採取個体数の推移 

・神崎川、淀川、道頓堀川、寝屋川水系、大

和川における、出現魚種数と採取個体数

の内訳け 

・アユの生息状況の変化 

 都心のシンボル河川である道頓堀川、寝屋

川水系、大和川も調査を重ねる毎に確実に

きれいになってきています。 

 これまでの話をまとめます。 

・大阪市域では、コウライモロコ、ハス、シ

ロヒレタビレ、カワヒガイ、マゴチ、クロ

ダイ、ヒメハゼ、イシガレイが比較的清澄

な水質を反映する魚種と考えられます。 

・これらの魚種、特にコウライモロコの見ら

れる河川が増え、水質が改善しているも

のと判断されます。 

・例えば、寝屋川では平成 13 年度に始めて

比較的汚染に強いギンブナ、モツゴ、カダ

ヤシなどが確認されましたが、その後確

認される魚種も増え、平成 23 年度にはコ

ウライモロコも確認されました。 

・近年、外来種であるブルーギル、オオクチ

バスの生息水域が拡大すると共に、個体

数も著しく増加しています。在来種への

影響が懸念されます。 

・今後、魚の生息状況調査を活用いただき、

市民の皆さんに、「水の都大阪」を復活さ

せる河川愛護・水質保全活動の活性化を

図っていただきたいと考えています。 

 

■意見交換■ 

Ｑ：河川によって水の色が違いますが、魚の

生息状況との関係はどうでしょうか。 

Ａ：河川の水深や川底のヘドロなどによって

水の色は違って見えますが、魚は生息し

ていますし川もきれいになっています。 

Ｑ：指標となる魚種にメダカが入っていない

のはどうしてですか。 

Ａ：メダカは、大和川のみで確認されていま

すので、指標魚種に入れていません。指標

魚種は各地区で決めることになります。 

 

■参加者の感想■ 

 H23 年の調査結果を見て、大和川の水がき

れいなことに驚きました。 

 外来種が増えているようですが、捕獲し

た外来種は、川にリリースしないように

すべきです。 

 私達は、大阪淡水生物研究所の森下郁子

先生の資料を自分たちで勉強し、水辺の

教室やアセスメントなどのイベントを行

っています。 

 

 

（以上） 
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№９  

話題のテーマ 
藤原京の下水道 

提供団体並びに発表者 NPO 法人 日本下水文化研究会関西支部 

木村 淳弘氏 

カフェの参加者数 約 52 名 

カフェの実施日 2014（平成 26）年 7 月 23 日（水）、16 時 15 分～ 

■話題の概要■ 

 藤原京は、684 年に天武天皇が宮室の地を

定め、持統天皇の時代に造営されて、694 年

に遷都されました。その後、持統天皇が譲

位して文武天皇の時代になり、再び遷都の

詔がだされ、710 年に平城に遷都されまし

た。藤原京があったのは、16 年という短い

間でした。 

 藤原京は、当初は東西 2.1km、南北 3.2 km

の方形と考えられていましたが、その後の

発掘で東西が 5.3 km であったことが分り、

面積は 25 km2あり、平城京の 24 km2より

大きかったようです。メインストリートの

朱雀大路は幅 24ｍと推定され、平城京の 80

ｍと比べて狭かったようです。人口は、約

３万人～５万人と推定されています。 

 藤原宮は１km 四方の大きさで、藤原京の

ほぼ中央部に位置しています。高さ５ｍ

の塀で囲まれ、12 の門がありました。中

には、大極殿、朝堂院、内裏、官庁街な

どがありました。この中で働いていた人

は、数千人と推定されています。大極殿

は、正面９間×奥行４間で、ほぼ平城宮

の大極殿と同じ規模と考えられていま

す。 

 藤原宮は 16 年という短い間しか使われて

いません。その理由は、歴史書に残って

いませんが、衛生状態が悪かったという

説が有力です。706 年、文武天皇は「京

の内外に穢れた汚れがあふれ、悪臭が漂

っている。即刻取り締まれ」との詔をだ

しています。その半年後に崩御されまし

たが、たぶん疫病で亡くなられたのでは

ないかと言われています。狭い藤原京の

中に、約３万人～５万人の人が住んでい

て、これらの人の屎尿がすべて水路など

に流れ込むことを考えると、想像を絶す

る不潔さであったと思われます。 

 藤原京跡には、いくつかの水洗トイレの

跡が発掘されています。藤原宮の中で

も、大規模な水洗トイレの跡が見つかっ

ています。それらの跡は、箒木が発掘さ

れることで証明されるそうです。水洗ト

イレの屎尿は、道路側溝や水路に流れ出

て、衛生状態は非常に悪かったと考えら

れます。 

 地形的にも問題があったようです。藤原

京は南が高く、北に向かって低くなって

います。このため、南側の屎尿を含んだ

汚水が宮中に流れ込み、宮中は極めて不
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衛生な状況であったと思われます。ま

た、藤原京の中を斜めに飛鳥川が流れて

いて、たびたび氾濫を起こしていた跡も

確認されています。 

 その後日本では、屎尿は肥料として有効

活用されるようになり、汚水として川に

流されることがなくなりました。 

 平城京は藤原京の反省版として、北が高

く南が低い地形とし、中国の故事に習っ

て、平城宮は北の端に造営し、宮中に汚

水が流れ込まない構造となっています。 

 その後、鎌倉時代頃から、屎尿は肥料と

して有効活用されるようになり、汚水と

して川に流されることがなくなりまし

た。それにより、都市の衛生問題が一気

に解決しました。 

 最後に、長堀の石浜を紹介します。長堀

地下街の東の突き当り、地下鉄の長堀橋

駅の近くの壁に、長堀石浜という石の公

園の壁画が描かれています。石浜を作る

人、掘を舟で遊覧する人、これを見る

人、水を汲む人などが描かれており、江

戸時代の人が如何に水辺を親しんでいた

かが分かります。 

 1864 年、ハインレッヒ・シュリーマンが

日本を訪れた際の旅行記に、「日本人が世

界でいちばん清潔な国民であることは異

論の余地がない」と記しています。日本

の都市が如何に清潔であったか、これ以

上の褒め言葉はありません。 

 

■意見交換■ 

Ｑ：藤原京跡で発掘された排泄物を分析すれ

ば、疫病が赤痢や疫痢等と判断できるの

ではないでしょうか。 

Ａ：排泄物を分析し、当時の人が何を食べて

いたかが分ります。海の魚を食べていた

ようです。しかし、病名はわかりません。

新日本書紀では、くすりを手配していた

ことは記されています。 

Ｑ：吉野ヶ里遺跡を発掘調査した人は、排水

溝は下水溝ではく、防御の堀だと思って

いたようですが。 

Ａ：発掘調査で、ゴミや食べかすが出てきて

いますので、私は下水溝だと考えていま

す。下水溝として設計されたのは、藤原

京が最初で原点だと思います。 

 

（以上） 
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№10  

話題のテーマ 歴史的な水環境の再考 
－活動内容紹介と本願寺水道－ 

提供団体並びに発表者 東本願寺と環境を考える市民プロジェクト 

金 度源氏 

カフェの参加者数 約 60 名 

カフェの実施日 2014（平成 26）年 7 月 24 日（木）、10 時 30 分～ 

■話題の概要■ 

 明治期に、琵琶湖疏水を利用して造られた

水道があり、現在は送水を停止しています。

東本願寺のお堀の水にも使われていまし

たが、送水が停止されたことから、水環境

が変わってきています。その水環境を再生

するための活動と、琵琶湖疏水を利用して

造られた水道である「本願寺水道」の再生

について紹介します。 

 私達の団体は、環境 NPO の方々と東本願

寺、大学の関係者や市民の方などが参加し

た協働プロジェクトです。活動拠点は、東

本願寺と周辺のお堀、近くの渉成園を対象

としており、水辺の環境問題のみならず、

地域防災にも取り組むこととしています。 

 また、東本願寺前の烏丸通の緑地帯につい

て、水と緑の活用の可能性について考える

取り組みを行っています。この場所は、京

都の玄関口であり、日常的に市民が水と緑

に親しめる場所として、また非常時の防災

拠点として活用できる可能性があります。

そのためにも、水環境が変わっていること

を、広く市民の方々に知ってもらい、市民

と一緒になって活動をこの活動を進めた

いと考えています。 

 活動の一つであるお堀の清掃を紹介しま

す。清掃は年に一回、私たちの団体で行っ

ています。溜まっているゴミを清掃し、回

収したゴミを、東本願寺を訪れる方々や地

域の方々に、どれだけの量のゴミが捨てら

れているのかを展示しています。お堀の清

掃は、今年から一般参加も募って行いたい

と考えています。 

 本願寺水道は、元々防火用水として造られ

たものなので、その趣旨から、市民参加で

お堀の水のバケツリレーイベントも行っ

ています。また、お堀に住む生き物の展示

も行っています。お堀の水は琵琶湖疏水の

水なので、琵琶湖に住むブラックバスやブ

ルーギルの稚魚もいます。これらの活動は、

「東本願寺のお堀探検その２」と銘打って

行っています。 

 今年の 6 月 16 日には、水環境調査として、

お堀に生息する生き物の調査を、専門家に

お願いして行いました。今後、市民参加型

の調査も予定しています。 

 8 月 2 日には、京都駅前サマーフェスタと

いうイベントに参加して、私たちの活動を

紹介することにしています。 
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 次に、本願寺水道について紹介します。本

願寺水道は、東本願寺の防火用水として造

られたもので、蹴上の舟溜まりを起点に、

三条通り、東大路通り、四条通り、大和大

路通り、五条通り、河原町通りを経て東本

願寺に至る４．６km の水道管路です。高低

差は４８ｍあります。 

 東本願寺は、1602 年に現在地に造営されて

以来、度重なる火災に見舞われ４回消失し

ています。明治期に再建された際に、木造

建築の文化を残す観点から、本願寺水道が

防火用水として造られました。 

 琵琶湖疏水の設計で有名な田邊朔朗氏が

工事を設計しました。工費費は 14 万４千

３百３円、当時の京都府の年間予算の二倍

の額を投じて、明治 27 年 7 月の着工から、

わずか３年で完成しています。口径が

300mm の鋳鉄管で、毎秒 13.9 リットルの送

水が可能です。水圧により、38m の高さま

で東本願寺のお堂に噴き上げるように設

計されています。この当時に設置した放水

設備等は、そのまま現在も使われています。 

 本願寺水道は、2008 年から漏水のために送

水を停止していますが、周辺地域を含めた

防災水利として活用が可能であり、水辺環

境の創造にも活用でき、また、文化財とし

て保存する価値もあります。琵琶湖疏水か

らの高低差を利用し、動力を必要としない

送水システムは、現在も高く評価されてい

ます。 

 本願寺水道を再生するための活動を紹介

します。本願寺水道のルートを辿るウォー

クラリー、「本願寺水道を歩こう」を行って

います。五条大橋の下などでは、実際に本

願寺水道を見ることができます。また、再

生のためのアイデアコンペや技術研究会

の立ち上げなども行っています。 

 昨年から、東本願寺前の緑地を緑と水の空

間に再整備するため、研究会を立ち上げて

「本願寺水道再生後の水利用の提案」とい

う提案書を取りまとめ、防災親水公園とし

ての役割を、東本願寺と京都市に説明も行

いました。 

 8 月 2 日にはこの場所で、東本願寺近くの

商店街も参加する「食とアートのマーケッ

ト in 東本願寺」が開催されます。私達は、

そこでも、本願寺水道のこと、お堀のこと

などを来場された皆さんに伝えることに

しています。 

 

■意見交換■ 

Ｑ：スライドでは、お堀の水が濁っていまし

たが、現在は綺麗になっているのですか。 

Ａ：数年前から、琵琶湖疏水からの送水を停

止していますが、地下水をポンプアップ

してお堀に注水していますので、水は綺

麗になっています。 

Ｑ：活動の紹介で、お堀の掃除やバケツリレ

ーなどをされていましたが、団体の活動

を一般に広げることが課題だと思います。

それについて、今後の展開などをお聞か

せください。 

Ａ：バケツリレーは一般参加で行いました。

先ほど紹介しました「食とアートのマー

ケット」では、地域の二つの商店街に出

店を呼び掛け、イベントの企画も一緒に

してもらいました。今後もイベント等を

通じて、地域の方々と協働して活動を進

めていこうと考えています。 

Ｑ：お堀に住む魚は、ブラックバスやブルー

ギルなどの外来種だけですか。 

Ａ：調査で捕獲したブラックバスやブルーギ

ルは稚魚だけで、多くは在来種の鯉など

でした。しかし、今後に琵琶湖疏水からの

送水を始めると、外来種が増えてくるの

ではないかと思います。   （以上） 
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№11  

話題のテーマ 親水体験型環境学習会の推進 
－柴島干潟－ 

提供団体並びに発表者 大阪市環境局（特別参加） 

山下 憲司氏 

カフェの参加者数 約 60 名 

カフェの実施日 2014（平成 26）年 7 月 24 日（木）、11 時 00 分～ 

■話題の概要■ 

 大阪市環境局が取り組んでいる「親水体験

型環境学習会」について、紹介させていた

だきます。 

 大阪市の市内河川で、淀川や大川は昔から

BOD が低くよごれの少ない川です。一方、

道頓堀川・寝屋川・大和川は、1970 年代は

BOD が高く非常に汚れた川でしたが、少し

ずつきれいになってきて、現在では BOD が

５を下回り、中には、きれいな水と呼べる

BOD２を下回る川もでてきています。 

 このように川がきれいになった要因の一

つは、1971 年に水質汚濁防止法が施行され、

工場・事業場に対する規制が強化されたこ

とです。また 1990 年代以降、家庭からの生

活排水対策として、下水道の普及が積極的

に進められたことに因ります。下水道普及

率と水質の相関をみれば、その関係が明ら

かです。下水道の役割の大きさが理解でき

ると思います。 

 水がきれいになったことにより、市内河川

に魚が増えてきています。1991 年から５年

毎に５回、１９の地点で調査を行ってきま

した。その結果、１回から４回までは、魚

の種類が３５種程度でしたが、５回目には

４１種に増えました。また、「きれいな水質

の指標種」の確認地点も毎回増加していま

す。 

 水がきれいになったことを実感していた

だくために、平野区付近の大和川のビデオ

映像をごらんください。見ていただいたよ

うに、とてもきれいな水です。魚もたくさ

んいます。 

 しかしながら、2008 年度に行った「水のき

れいさ」に対する市民アンケートでは、不

満・やや不満とする方が８０％弱を占めて

います。実際に水環境が良くなっているの

に、市民意識と現実とが乖離しています。

どうしてなのか、市民が水辺に接する機会

がないこと、汚れた水質の印象を持ち続け

ていることが原因だと考えられます。 

 そこで、市民に水辺に接する機会を与える

ことが必要だと考え、実際に水に触れ、水

環境の良さを実感してもらうことで満足

度をアップしてもらう、さらに自分たちが

住む大阪の水辺に理解と親しみをもって

もらうという取組みとして、楽しい水辺学

習会「親水体験型環境学習会」を開催する

ことにしました。 
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 2011 年度から、年間２～３回実施しており、

淀川と大和川に接する５つの区で行いま

した。 

 その様子をビデオ映像でごらんください。

家族連れで参加される方が殆どで、地引網

と投網の体験や、網を手に植物の根本をさ

らう生き物さがしを行っています。魚もた

くさん捕れています。 

 最後に、アンケートを書いていただきまし

たが、非常に好評で、皆さん笑顔で帰って

いただきました。主催者として、大変手ご

たえを感じています。 

 とは言え、１回当たりの参加者が６０名程

度ですので、年間に３回実施したとしても

200 人足らずです。大阪市民の方に広く水

環境への理解と親しみを持っていただく

には、不十分という課題があります。 

 そこで、水辺の映像を作成し、環境局のホ

ームページや各種イベントで紹介するこ

とにしました。環境局のホームページの中

で、「大阪市の水環境」というところをクリ

ックしていただければ、今日お見せした映

像も見ることができます。ぜひ、一度ごら

んください。 

 水辺の映像は、現在第２作目が出来上がり

ましたが、未だホームページにはアップで

きていません。その２作目、「柴島干潟」を

ご覧ください。 

柴島干潟の、春夏秋冬の移り変わりをたっ

ぷりご覧いただけたと思います。 

 環境局では、大阪市の水環境を知っていた

だき、現地へ出向いていただきたいと考え

ています。出向くことが出来ない方には、

ご紹介しました環境局のホームページを

ご覧いただきたいと思います。 

 また、ぜひとも、楽しい水辺学習会へ親子

で参加してください。10 月４日には、東住

吉区の大和川で開催を予定しています。 

 

■意見交換■ 

Ｑ：水環境教育として、小学校にＰＲして学

習会を開いたらどうでしょうか。 

Ａ：小学校と連携して開催したいと考えてい

ますが、小学校の内部で水難事故の可能

性などについて意見がまとまらず、実施

するに至りませんでした。環境教育の時

間に、製作したビデオ映像で、大阪市の

水環境をＰＲする取り組みも考えてい

きます。 

Ｑ：八尾市のボランティアグループのもので

す。小学校４年生の環境教育で、身近な用

水路へ体験学習に行きますが、私達はそ

の前に出前講座を行うとともに、魚を追

いかけたり、椰子がらマットに水生植物

を植付けたり、パックテストで水質を確

認するなどの体験学習もお手伝いしてい

ます。 

Ａ：いい取り組みだと思います。私共も区役

所と連携しながら、草の根的な取り組み

を進めていきたいと思います。参考にさ

せていただきます。 

Ｑ：水辺学習会における安全面への配慮と、

安全教育について聞かせてください。 

Ａ：参加する子ども達全員に、救命胴衣を着

用させるとともに、正しい救命胴衣の装

着方法を指導しています。また、川の怖

さ・危険を実地で教育することもやりた

いのですが、万が一を考えるとそこまで

踏み切れないのが実情です。小学校と連

携して取り組むことができれば、そんな

ところから入って行きたいと思います。 

 

（以上） 
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№12  

話題のテーマ 
背割下水のはなし 

提供団体並びに発表者 NPO 法人 下水道と水環境を考える会・水澄 

山野 寿男氏 

カフェの参加者数 約 61 名 

カフェの実施日 2014（平成 26）年 7 月 24 日（木）、12 時 00 分～ 

■話題の概要■ 

 今日は「背割下水の話」という冊子を持参

しました。背割下水を、身近な存在として

知っていただきたく、この冊子を見ながら

話を進めます。 

 背割という単語は、いろいろ使われていま

す。「魚の背割」とは、魚を捌くときに、背

中のほうから包丁を入れることをいいま

す。先日 TV で、浜松市の魚屋さんがウナ

ギを背割している姿をみて、魚の背割を確

信しました。 

 「背割堤」とは、二つの河川が合流する場

所に、両河川の水位を調整するため、二つ

の河川の中間に作った堤防のことをいい

ます。淀川水系の桂川、木津川、宇治川の

合流点にも背割堤が作られています。 

 「背割下水」という単語は、今から 50 年

前、昭和 41 年に発行された『昭和大阪市史

続編』に登場したのが最初でした。 

 大阪では、背割下水を「太閤下水」とも呼

んでいますが、いつからそのように呼ぶよ

うになったのかは、定かではありません。 

 太閤秀吉は今から 400 年前、大坂城とその

城下町をつくりました。この町づくりが、

現在の大阪の町の土台となっています。今

でも船場地域で、背割下水を基本とした町

割りを見ることができます。 

 船場の町割りは、一辺を京間 40 間（78.8

ｍ）の正方形の街区として整備され、道路

と排水溝が設けられました。この排水溝

は、家々の裏側、つまり家の背中を割るよ

うに設けられていましたので、「背割下水」

と呼ばれるようになりました。 

 背割下水は、当初は素掘りの溝でしたが、

その後、木組み溝の構造となりました。豊

臣期に起源を持つ溝には、このタイプが発

掘されています。さらに、木組み溝では耐

久性に乏しいため、石積み構造へと改良さ

れていきました。 

 コンクリートで作ると仮定すると、長期的

には作り変える必要がありますが、石積み

ですとその必要が無く、石積みの背割下水

は、現在まで長持ちしています。 

 背割下水の中には、雨水の排水を行うため

に、幅が２ｍを超えるような大きな規模の

ものもありました。背割下水の幅で最大の

ものは「上町の大水道」（背割下水見学施

設）であり、「幅が 2.2ｍ」です。なお、材

木町での発掘調査では、「上幅 2.1ｍ、深さ
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2.5ｍ」でした。 

 「水道」ということばは、古来、「水の流れ

る道」とう意味で使用されてきました。現

代の上水道の意味に使われたのは、江戸時

代に德川家康の命で作られた神田上水が

始まりで、その後に玉川上水も作られまし

た。江戸では上水道と下水道が区別されて

いたのです。一方、大阪では地理的に上水

を引くことが無理だったので、淀川の流水

や井戸水が使われていましたので、「水道」

ということばは、古来の意味合いで使われ

てきました。 

 

■意見交換■ 

Ｑ：背割下水の形態は、大阪だけに見られる

のですか。 

Ａ：秀吉が築城した長浜の城下町にも、部分

的に背割の形態が残っています。近江八

幡の城下町は、すべて背割形式の排水路

で整備されています。秀吉は多くの戦を

体験し、それを踏まえて、都市作りに深い

造詣を持っていたのではないでしょうか。

船場の町は、今から 400 年以上も前も作

られたのですから。 

Ｑ：江戸の町には、背割の形態は見られない

のですか。 

Ａ：江戸には背割の形態は見られません。し

かし、道路の中央に排水溝を設け、それ

を「割下水」と呼んでいました。割下水

は、北割下水などの地名としても残って

います。 

Ｑ：背割下水は、太閤の時代以降には作られ

ていないのですか。 

Ａ：よく分りませんが、尼崎市など、部分的

に背割の形態が残っている都市もありま

す。太閤時代の船場の町割りを見てみる

と、道路が間口 40 間の正方形に整備され

るとともに、それと一体的に背割下水が

整備されており、大阪だけに見られる特

徴的な町づくりの形です。 

 

（以上） 
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№13  

話題のテーマ 
２１世紀水倶楽部の主な活動 

提供団体並びに発表者 NPO 法人 ２１世紀水倶楽部 

清水  洽氏 

カフェの参加者数 約 60 名 

カフェの実施日 2014（平成 26）年 7 月 24 日（木）、13 時 45 分～ 

■話題の概要■ 
 NPO２１世紀水倶楽部は、一般市民に対し

て水環境などの保全について、普及・啓発

活動を行っている団体で、東京地区の下水

道関係のＯＢで構成した団体です。今日は、

10 周年を記念して作成した、「ＮＰＯ活動

10 年の歩み」というカタログも持参しまし

たので、参考にしてください。 

 主な活動は、知識の普及、地震対策、資源

活用型下水道システム、下水道管路システ

ム、国際協力と海外展開、他のＮＰＯとの

連携などです。地震対策では、放射能に汚

染された下水汚泥の、処理・処分に関する

分科会もあります。 

 これまでの主な活動を振り返りますと、出

前講座 12 回、研究集会・シンポジウムは年

４～５回で都合 40 回、ホームページの開

設などを行ってきました。 

 ディスポーザー分科会は６回実施し、直投

式ディスポーザーの実績を持つ、伊勢崎市、

黒部氏、岐阜市から講演をいただきました。

東京や大阪などの大都市は、合流式で整備

しているため、処理システムを付加しない

とディスポーザーは認められませんが、現

在実施中の合流式改善が終われば、直投式

ディスポーザーが認められるかも知れま

せん。ディスポーザー分科会は、現在、「資

源活用型下水道システム部会」に名称変更

し、生ごみを活用した資源活用にも取り組

んでおり、消化ガスからのエネルギー回収

や、汚泥からのリン回収なども課題として

います。９月には、千葉でリン回収の見学

会も予定していますので、ぜひ参加してく

ださい。 

 最近の活動を紹介します。2008 年には、千

葉市の「こてはし台調整池」において、水

環境に関する研究集会を開きました。2009

年には、霞ヶ浦の水環境の変化と下水道の

普及に関するシンポジウムを開催しまし

た。2010 年には、多摩川の水環境に関する

シンポジウムを開きました。多摩川の水量

の約８割は下水の処理水で、下水道の普及

によって水はきれいになりましたが、水温

が上昇して熱帯魚が増えたり、活性汚泥の

匂いがするなど、新たな課題も出てきてい

ます。2012 年には東京都内において、汚水

の流れをマンホールを開けて確認しなが

ら 23km ほど歩く、出前講座を行いました。

2013 年には、高度処理を導入している佐賀

市において、養殖のりの色の変化に対処す
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べく、夏場のみ高度処理を行い冬場は高度

処理を休止して、処理水含まれる窒素・リ

ンを肥料として用いる実態を研究集会で

講演いただきました。昨年の下水道展にお

いても、NPO２１世紀水倶楽部が中心とな

って、シンポジウムを開催したほか、ＧＫ

Ｐと連携し、クイズと顕微鏡による微生物

観察を行いました。 

 昨年は、活性汚泥法の誕生 100 年と、NPO

２１世紀水倶楽部の 10 周年を記念した行

事も行いました。記念行事では、特別公演

として京都大学の和田教授、東京大学の花

木教授、NPO２１世紀水倶楽部佐藤氏の３

人に講演をいただき、シンポジウムを開催

しました。また今年の４月には、北海道大

学、京都大学、東京大学の若手の准教授３

人から、将来の活性汚泥法の展望について、

講演をいただきました。（この後、活性汚泥

法の歴史などを写真・図を交えた紹介があ

りました。） 

 ホームページを紹介します。ホームページ

には、列車トイレの変遷を掲載しています。

現在では、日本の列車のトイレ排水は、全

てタンクに溜めたのち処理していますが、

フランスの国有鉄道では、ＴＧＶを除き、

今でも在来線では、垂れ流しとなっている

列車があります。 

 見学会の写真も掲載しています。東京湾の

水環境を調べる目的で、潮干狩りを兼ねて

行っているところです。現在は、年に１回、

木更津の干潟で行っています。 

 イタリア上下水道遺跡ツアーも紹介して

います。ローマの古代下水道、クロアカマ

キシマなどを訪れました。ミラノの地下鉄

工事で発掘された、古い時代のレンガ積み

下水管も駅舎に展示されていました。 

 水辺の景観のところを見ていただきます

と、京都の泉川を紹介しています。以前は

汚濁が進んでいましたが、現在は下水道が

整備されて、きれいな水が戻っています。

下流では、下賀茂神社の中を流れて、御手

洗川となっています。このように、ホーム

ページにはいろいろな情報を掲載してい

ます。 

 皆さんも、NPO２１世紀水倶楽部の活動に、

ぜひ積極的な参加をお願いします。 

 

■意見交換■ 

Ｑ：日本の鉄道に、トイレが設置されたきっ

かけなどを教えてください。 

Ａ：鉄道の開設当初は、列車にトイレは無く、

窓から用を足していたようですが、在る

とき、宮内庁の職員が用足しで列車を離

れて乗り遅れ、その際にあわてて飛び乗

り、大怪我をしたのがきっかけです。そ

の後、列車にトイレが設置されましたが、

汚物は垂れ流しであったため、その汚染

が社会問題となって、現在のような貯留

タンクを設け、汚物はタンクに溜めて、

その後に処理するようになりました。 

Ｑ：堺市の三宝下水処理場は、最新式の設備

だとお聞きしましたが、どんな設備なの

でしょうか。 

Ａ：三宝下水処理場は、膜分離活性汚泥法と

いう処理方法で、膜で下水を処理してい

ます。この処理法は、小規模な処理場で

用いられることもありましたが、三宝下

水処理場のような、大規模な処理施設で

用いられるのは初めてです。標準的な設

備である、最終沈殿池を省略することが

でき、反応タンクの深さも浅くて済みま

すので、施設の規模をコンパクトにでき

る、という長所があります。また、極めて

微細な膜でろ過処理しますので大腸菌を

通さず、放流水を塩素で消毒処理する必

要もありません。      （以上） 
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№14  

話題のテーマ 清流復活・安全な川づくりを願ってすすめてきた大

和川流域の市民活動について 

提供団体並びに発表者 大和川市民ネットワーク 

小松 清生氏 

カフェの参加者数 約 60 名 

カフェの実施日 2014（平成 26）年 7 月 24 日（木）、14 時 15 分～ 

■話題の概要■ 

 大和川市民ネットワークは、「大和川をき

れいにしたい、安全ないい川にしたい」と

願う、大和川流域の奈良県と大阪府の市民

団体と個人の集まりで、2008 年に結成しま

した。 

 私たちの１年間の活動を報告します。昨年

５月の奈良市での総会後、アフター企画と

して、とんぼ博士の谷幸三先生の案内で、

奈良公園の自然について、水生生物の解説

などを聞きながら奈良公園を歩きました。 

 ６月の最初の日曜日、全国一斉の環境調査

に合わせて、「大和川の観察会」を堺市の浅

香に整備された水辺の楽校エリアで行い

ました。漁師さんに投網を打ってもらい、

魚の生息状況を調査しました。鮎もボラも

捕れ、子どもたちは大喜びでした。 

 毎年夏に開催される、「近畿水環境交流会」

にも参加しました。昨年は、京都の由良川

で行われ、摂南大学の学生たちが有力メン

バーとなってボート競技に参加し、がんば

ってくれました。 

 ８月には、毎年「わたしたちの大和川講座」

を開催しています。「わたしたちの大和川」

という、大和川学習のための分厚い副読本

を、14 年前に国が発行してくれました。私

達は、その原稿書きや編集に参画し、素晴

らしい副読本ができました。副読本は、流

域の小学校に数万部配布されました。今は、

国の予算がつかなくなり、私達が国に援助

を求めながら発行しています。今年は、

WEB 版で改訂版を作ろうとしています。ま

た補充版には、この 10 年の間に川が大変

きれいになったことや、市民活動が盛り上

がってきたこと、鮎の復活などを記載して

います。 

 この本の出版をきっかけにして、この講座

を毎年、奈良と大阪で交互に開催していま

す。昨年は奈良で開催し、昭和の水害の後

の改修についてお話を聞き、フィールドワ

ークを行いました。フィールドワークでは、

生物観察をしながら、聖徳太子ゆかりの太

子道の油かけ地蔵や、明治期の水害跡など

を見て歩きました。 

 ８月の終わりには、法隆寺青年会議所が主

催するイベントで、大阪の大和川学習や私

たちの活動を紹介しました。このイベント

には、「さかなクン」の楽しいお話もあり、

多くの子どもたちが水辺活動に参加しま

した。 

 9 月 7 日には、大和川に「与謝野晶子の歌

碑」を建立し除幕式を行いました。この碑

は、１年以上をかけて、400 人ほどの方か

ら寄付をいただきました。歌碑には、与謝

野晶子が 100 年程前に詠んだ「大和川 砂

にわたせる板橋を 遠くおもへと 月見草

咲く」という歌を刻み、裏側には大和川に
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ついての解説を入れました。除幕式の後、

子ども達と一緒に水辺活動も行いました。 

 11 月には、毎年続けている「大和川の源流

探訪」というイベントで、バスツアーで布

留川を訪ねました。天理市の環境市民ネッ

トワークの方たちが、川を守り町の自然を

研究するなかで、ホタルがやってくる川作

りとして、ホタル護岸を提案し実現した現

場を見て歩きました。小さな水路では、カ

ワニナを食べるホタルの幼虫も見つける

ことができました。強剪定をやめさせ、み

ごとな銀杏並木となった、天理教本部前の

シンボルロードも見てきました。その後、

環境市民ネットの皆さんが保全されてい

る上流の山で豚汁交流会を持ちました。 

 今年２月には、大和川河川事務所主催の

「水環境改善活動研究発表交流会」が開催

され、今年は、私達もその運営・企画に参

画しました。交流会には、奈良女子大のホ

タル研究会、大阪市大の学生さん、富田林

高校の生徒さんや中学生が参加しました。

中学性と高校生は発表が中心で、講演は大

学生が行いました。未来につなぐ取り組み

が始まっています。私達は、パネル展示で

も参加しました。 

 ３月初めには、毎年、流域の市町村が主催

する「大和川・石川クリーン作戦」に参加

し、ボートで清掃を行いました。また、学

生さん達によって、私たちの活動を紹介し

連携をＰＲしました。 

 ５月には、堺市のつつじ祭りが浅香山浄水

場の跡地で開催され、私達も歌碑建立の報

告イベントで参加しました。この祭りには、

奈良の飛鳥川・万葉長寿散歩道の会の方々

も参加され、堺のみなさんと交流しました。

また、子ども達と「大和川かるた」会を楽

しみました。 

 ５月末には第７回総会を開催し、総会の終

了後、八尾市に在る「竜華水みらいセンタ

ー」を見学しました。最新の下水処理施設

であり、処理水を活用した「せせらぎ」も

ありましたが、生き物が見当たりません。

うるおいや景観だけでなく、子供たちが喜

ぶ水辺らしいものを提供してほしいと感

じました。 

 今年６月の「大和川かんさつ会」では、子

供たちが本格的に泳ぎました。投網での調

査では、たくさんの魚が捕れましたが、ウ

ナギもいっぱい捕れました。絶滅危惧種と

は、信じ難いぐらいです。 

 7 月 22 日、国土交通省のホームページに

「全国１級河川の水質状況 2013」が掲載さ

れ、特集として「良好な水環境をめざして 

大和川・宮川」の記事があります。大和川

の水質の変化がグラフで示され、年平均

BOD が 2.5 まできれいになっていることも

書かれています。ぜひご覧ください。 

 これからもがんばって、活動に取り組んで

いきたいと考えています。 

 

■意見交換■ 

Ｑ：大和川流域は広いエリアですが、大和川

市民ネットワークには、どのような活動

団体が参加されているのですか。 

Ａ：奈良県では、奈良市民生協（ならコープ）、

環境市民ネットワーク天理、あきしの川

源流を愛し育てる会、飛鳥川・万葉長寿

散歩道の会などの団体、奈良の大学の先

生方、奈良市の方、上牧町の方などです。

大阪府では、八尾市、柏原市、堺市など

流域の殆どの団体が参加されています。

摂南大学の方々も応援してくれています。 

Ｑ：８月２１日に開催予定の、「わたしたちの

大和川講座」について紹介させてくださ

い。 

Ａ：今年の「わたしたちの大和川講座」は大

阪府の番で、堺市で行います。大和川と

堺港の歴史を考えながら、船で旧堺港の

灯台から大和川の河口を巡り、出島漁港

で漁師さんや研究者のお話を聞くという

予定です。皆さんの参加をお待ちしてい

ます。 

 

（以上） 
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№15  

話題のテーマ 
活動報告と水のありがたさ 

提供団体並びに発表者 NPO 法人 よどがわ・水研究会 

玉井 義弘氏 

カフェの参加者数 約 60 名 

カフェの実施日 2014（平成 26）年 7 月 24 日（木）、14 時 45 分～ 

■話題の概要■ 

 私達の団体は、主に淀川中・下流部の大阪

市・京都市の上水道に関係してきた者が中

心となって、10 年前に立ち上げました。淀

川の水質・水量で苦労してきましたが、淀

川に感謝もしています。その感謝の気持ち

を住民に伝え、また、将来もっと良くなる

ことを期待して団体を立ち上げたもので

す。 

 琵琶湖は滋賀県の１/６の面積、６８０ｋ

㎡あり、水深を１ｍに仮定すると６億８千

万トンの水量があります。淀川水系の高山

ダムや青蓮寺ダムが、多くて４～５千万ト

ンですので、僅か１ｍの水深で、それらの

10 倍以上の水量があります。 

 淀川は、琵琶湖の貯留水量のおかげで、安

定した流量を持ち、淀川のおかげで、京阪

神が発達してきたと言えます。また、京阪

神に住む１，３００万人が淀川に頼ってい

ると言えます。 

 昨日、大和川で取水を停止した話を聞きま

したが、淀川でも以前は汚れがひどく、浄

水場の着水井で下水臭がしたこともあり

ました。しかし、淀川からの取水を停止す

ると、京阪神の飲料水や生活用水が確保で

きなくなり大変なことになります。このた

め、淀川の水質改善を進めるべく、当時、

国や上流部の都市にも要望を出しました。 

 昭和 45 年の公害国会で、公共用水域の水

質保全が法律化され、その後、京都市をは

じめ中流域の下水道整備が進んだことで、

水質が徐々に良くなってきました。 

 昭和 47 年には、琵琶湖の貯留水深を深く

して水位調整を可能とする、「琵琶湖総合

開発事業」が決定されました。この事業に

は、最終的に１兆５千億円が投じられまし

たが、その成果として、淀川の水量のみな

らず水質も良くなりました。下流の上水道

に携わった者は、琵琶湖・淀川水系に感謝

しています。 

 そのことを、住民に正確に伝えるべく、行

政と住民の間をつなぎ、これまでやってき

たこと、現状、将来のことを伝える役割を

NPO が担うことにしています。 

 私は、昭和 32年に大阪市水道局に入庁し、

柴島浄水場に配属されましたが、昭和 33 年

に上流で大雨が降り真っ黒な水が流れ、魚

が大量に浮かんだことがありました。毒物

が混入している可能性もあり、取水を停止

して水質を調査してみると、大雨で底泥を

巻き上げたことにより、魚は酸欠状態で死

んでいることが分りました。その後にも、

何度も同じ現象が起こり、その都度、取水
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を停止しましたが、幸い柴島浄水場は 1 万

トン規模の緩速ろ過池が 24 池あり、24 万

トンの貯留水量がありましたので、取水を

停止しても問題は生じませんでした。 

 私達の活動は、「水環境の保全」「水に関す

る技術的な調査・研究」「水辺の学習など社

会教育」「淀川にまつわる芸術・文化・歴史」

などに関するものです。出来るだけ、一般

の方にも参加いただくようにしています。 

 例えば、水源に馴染む取り組みとして、伏

見の三栖閘門や琵琶湖疏水などの水源調

査を行いました。木津川の「流れ橋」も見

学しました。京都市の鳥羽下水処理場には

何度も訪れました。当初は、人口の増加と

産業の発展による排水量の増加に、設備の

増強・改善が追い付かず放流水質が悪くな

っていましたが、何度も訪れるうちに、水

質も徐々に良くなり、今では、当時とは格

段に水質は良くなっています。これら水源

調査では、目で見て実感することが大切だ

と考えています。 

 海外協力として、タイ国のターチン川にお

いて、環境省からの要請で４年間に亘り、

水質汚濁の状況調査に参加しています。 

 講演会について紹介します。日中水道友好

協力会という民間団体が行ったもので、私

は、この会に 20 年以上関わっています。

1979 年に中国改革解放路線が打ち出され、

それまで停滞していたインフラ整備が一

気に加速しました。日本も ODA や円借款

で上下水道を建設する援助をしてきまし

た。特に円借款では、３兆円を超える資金

援助を行い、そのうち水関連は５～６千億

円を占めています。 

 中国は、水量が不足しているうえに水質が

悪いため、長江の流れを黄河まで引く事業

を行っています。この間、蘇州の太湖も訪

れましたが、水深が浅く水草が一面に生え

て緑地を見るような光景でした。そのよう

な状況を、講演会では伝えています。 

 出前講座だけでなく、野外活動として、ボ

ーイスカウトの子供たちを集め、淀川の三

川合流地点で、桂川・木津川・宇治川それ

ぞれの水質をパックテストで確認する取

り組みも行いました。 

 淀川の洪水敷きを歩き、ワンドを見たりし

ながら知識を広める活動なども行ってい

ますが、まだまだ活動としては弱く、今後

も、市民とのコミュニケーションをとりな

がら、淀川の水や歴史などについて、知っ

てもらう活動を続けていきたいと考えて

います。 

■意見交換■ 

Ｑ：淀川にワンドを取り戻す活動が進められ

ているようですが、ワンドを掘っても本

流とつながっておらず、水が入らないと

聞いていますが、そのあたりのことを教

えてください。 

Ａ：（参加者からの回答）私は淀川のそばに生

まれ育ち、今も淀川のそばで暮らしてい

ます。昔は、ワンドに舟を浮かべ魚を捕

っていました。その後、国が沈床工事を

行ってコンクリートの堰を作ったことに

より、魚が上流に来なくなってしまいま

した。現在、何とか元の状態に戻すべく、

寝屋川市・枚方市・高槻市・摂津市の付

近で工事が進められています。まだまだ

元には戻っていません。年月がかかると

思います。 

■発表者の意見■ 

日本では、縦割り行政の是非が問われてい

ます。私は、淀川流域を特別区にして、物事

を決めるようにすればいいと考えています。

日本の行政は縦割りですが、それぞれが精一

杯努力して、縦割りで安定した淀川の水量と

水質を確保してくれました。また、上下流で

経済協力もしながら、琵琶湖総合開発を成し

遂げたことも、世界的にみると稀なことです。 

私は、これにより、淀川水系の持続性が確

保されたと考えています。    （以上）
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№16  

話題のテーマ 
水辺をいかしたまちづくりのために 

提供団体並びに発表者 アクアフレンズ 

美濃原 弥恵氏 

カフェの参加者数 約 52 名 

カフェの実施日 2014（平成 26）年 7 月 25 日（金）、10 時 30 分～ 

■話題の概要■ 

 私達は八尾市を中心に活動しているグル

ープです。生活排水対策を地域に根付かせ

ると共に、将来子ども達が水と触れ合える理想

的な水環境を目指し、社会教育活動に寄与

することを目的に、1996 年に結成しました。私

達は市民、行政、ＮＰＯ、学識経験者、企業

が参加する様々な河川のネットワークに参加し

て交流を図っています。 

 主な活動として、河川・水路の調査や水辺環

境づくり、環境学習支援などを行っています。 

 主な活動地域は、大和川から取水して流れ

る農業用水路の「長瀬川」と「玉串川」で

す。 

 幾つかの活動を紹介します。八尾市から

「市民活動支援基金事業」として助成を受

け、長瀬川と玉串川から取水して流れる小

水路の状況調査を行いました。 

 用水路の調査と並行して、小学校の環境学

習の支援後に、身近な川についてアンケー

ト調査を行いました。アンケート調査は、

夏休み親子下水道教室など、各種のイベン

トでも行いました。 

 子ども用と大人用のアンケートを集計し

ましたが、どちらも水路で遊んだ体験があ

ると回答した人は、水路を必要であると感

じているようです。 

 夏休みには中河内地域の子ども達と一緒

に、アユが棲むくらいきれいな水質になっ

た大和川の観察会も行いました。 

 2012 年度には、八尾市の市民活動支援基金

事業として、「長瀬川・玉串川樋門別水路調

査」のＣＤを作成しました。このＣＤには、

樋門別水路情報のまとめ、水路の流れを一つ

にまとめた『八尾市内水路の流れ方向図』、農

業用水路のできた歴史的背景などを収録して

います。また、このＣＤを使って、市内のいく

つかの小学校で、環境学習を行いました。 

 水辺を生かしたまちづくり活動を紹介し

ます。2012 年８月に、大阪府、八尾市をは

じめ多くの団体の協力をいただき、近畿大

学の久隆先生をコーディネーターにお招

きして、「みんなで考える水辺を生かした

まちづくりフォーラム」を開催し、パネル

ディスカッションなどを行いました。同じ

く 2013 年８月には、昨年に引き続くかた

ちで、より気軽に集まって頂ける「みんな

で考える水辺を生かしたまちづくりサロ

ン」を開催しました。このサロンでは、な

にわの伝統野菜の試食と即売会も行いま

した。 
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 広報活動として、ＦＭちゃおの「くらしを

科学する」という番組を担当し、私たちの

活動を紹介しています。また、定期的に会

報「アクアだより」の発行も行っています。 

 今後も、既存水路の活用だけでなく、下水処

理水を利用した新しい水路なども、まちづくり

の要素となるように、様々な視点で市民に広

報する活動を進めていきます。 

 

■意見交換■ 

Ｑ：活動では、どんなところにご苦労されて

いますか。 

Ａ：水路のゴミ掃除など、市民の方に活動へ

の参加を広げることが難しいところです。 

Ｑ：水辺のふれあい活動に参加された方の、

活動に参加される前と後に、意識の変化

はありましたか。 

Ａ：約 700 名の方からいただいたアンケート

では、大人の方は、河川はきれいになっ

ているがきたないというイメージが残っ

ているようです。子どもたちは、水辺は

あるが遊んでいないという答えが多く、

水辺へのアクセスのための施設整備に問

題があると思います。 

Ｑ：今後の活動では、どんなところに重点を

おかれますか。 

Ａ：恩智川では、年に 2～3 回清掃活動を行っ

ておられます。川や水路をきれいにして

いくためには、究極は地域の活動として

根付かせることが重要だと考えています。 

 

（以上） 
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№17  

話題のテーマ 
恩智川クリーンリバープロジェクト 

提供団体並びに発表者 恩智川環境ネットワーク会議 

高山 晴行氏 

カフェの参加者数 約 52 名 

カフェの実施日 2014（平成 26）年 7 月 25 日（金）、11 時 00 分～ 

■話題の概要■ 

 恩智川環境ネットワーク会議は、平成 4 年

3 月に、柏原市、八尾市、東大阪市域の恩

智川が生活排水対策重点地域に指定され

たことを契機にして、平成 6 年 10 月に、流

域の行政と環境にかかわる 35 の市民団体

で立ち上げました。 

 恩智川環境ネットワーク会議は、「取り戻

そうふるさとの川」をスローガンにして活

動しています。今日は、その取り組み「恩

智川クリーンリバープロジェクト」につい

て、一部を紹介させていただきます。 

 恩智川は、大阪平野の東部を南北に流れる

1 級河川で、延長は 16km あり、流末は寝屋

川に合流しています。 

 今年の 3 月には、大東市、東大阪市、八尾

市、柏原市にまたがる流域で、「恩智川一斉

美化活動」を行いました。住民の皆さんが

中心となって、清掃活動、水質調査、生物

調査などを行ったほか、八尾市域や東大阪

市域では、花の苗植えを、大東市域では、

水車等の歴史資料の展示や吹奏楽の演奏

も行いました。 

 写真で活動を紹介 

・柏原市域：清掃、生物調査、水質調査 

・八尾市（高安西地区）：清掃、花の苗植え 

・八尾市（東山本地区）：清掃、リバーサイ

ドギャラリー、水質改善元気玉 

・八尾市（北山本地区）：清掃（緑地内） 

・東大阪市（六ノ坪橋～三池橋）：清掃、生

物調査、花の苗植え 

・東大阪市（加納東公園周辺）：清掃、水質

調査、土嚢つくり体験 

・大東市（松の鼻橋～南新田）：清掃、水車

等の歴史資料の展示、吹奏楽演奏 

 なお、河川の清掃活動では、集めたゴミの

処分が必要ですが、この受け入れ先を確保

することも今後の検討課題です。 

 

■意見交換■（アクアフレンズの方にも、

回答者として参加ただきました。） 

Ｑ：最初は、どんな活動から始められたので

しょうか。 

Ａ：生活排水対策から始めました。活動を開

始して 20 年以上が経ちますが、まだまだ

川は汚れています。特に、雨天時に汚濁

物が流れ込み汚れがひどくなります。 

Ｑ：一般市民の方に、活動に参加してもらう

努力はされていますか。 

Ａ：一般市民の方に参加してもらうのは、な
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かなか難しいのが現実です。川の清掃を

するにも、階段のようなものがなく、簡

単に川に入ることができません。川に親

しめる川づくりを提案していますが、実

現していません。 

Ａ：アクアフレンズでは、子どもの環境学習

を通じて、大人の方にも啓発活動を行っ

ています。 

Ｑ：恩智川の清掃を 20 年以上続けられてい

ますが、ゴミの量は減ってきていますか。 

Ａ：徐々に減ってきています。  

Ｑ：川の水は、きれいになってきているにも

かかわらず、イメージとして「何となく

きたない」と思われているようですが。 

Ａ：市民の方が、川を愛してくれないと、き

れいなイメージを持っていただけないと

思います。 

Ａ：アクアフレンズでは、玉串川の清掃活動

も行っています。今年の 4 月には、玉串

川の水辺に親しむイベントを行いました。

子ども達も 25 名参加してくれました。 

Ｑ：これからの活動において、特に重要なこ

とはどんなことですか。 

Ａ：川の美化活動などは、行政と市民との協

働が必要だと考えています。また、下水

道のＰＲ不足も課題だと思います。下水

道の悪いイメージを払拭することが重要

です。           （以上） 
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№18  

話題のテーマ 
水澄の活動報告、研究会・講演会の開催 

提供団体並びに発表者 NPO 法人 下水道と水環境を考える会・水澄 

楠本 光秀 氏 

カフェの参加者数 48 名 

カフェの実施日 2014（平成 26）年 7 月 25 日（金）、12 時 45 分～ 

■話題の概要■ 

 NPO 法人・水澄は、水環境の大切さや下水

道の大切さを、広く市民の方々に知ってい

ただくために、下水道実務に携わってきた

者がその経験を生かし、得意な分野で楽し

くやりがいを持って活動することが原点

となっています。平成 21 年 4 月に法人登

録を行い、現在の会員数は 110 名です。「機

関誌編集委員会」と「6 つの部会」を大き

な柱として活動しています。 

 機関誌編集委員会は、機関誌「ちんちょう

ち」を年に 1 回発行するとともに、ニュー

スレターと研究成果を掲載する「季刊・水

澄」を年に 4 回発行、下水道 OB の近況報

告を掲載する「交流のひろば」を年に 1 回

発行しています。 

 6 つの部会のうち、行政連携部会は「出前

講座」や「親子休日下水道スクール」など

を行っています。市民講座部会は、大人向

け・シニア世代向けの「下水道講座」を毎

年 3～4 回の連続講座で行っています。調

査部会は、過去の下水道の歴史調査などを

行っていますが、現在は大阪市の下水道事

業誌の編纂に協力しています。水環境探訪

部会は、関西の水に関する史跡などを訪ね、

その歴史や役割を学習しています。広報部

会は、主にホームページの管理を行ってい

ます。 

 本日紹介する研究部会は、「研究会」や「講

演会」などを開催しています。このうち研

究会は、NPO 水澄内部での勉強会です。 

 また、大阪市・大阪府などの行政や他の

NPO などと連携して、水環境に関する講演

会を開催しています。連携している組織は、

（一財）都市技術センターと、NPO 法人・

日本下水文化研究会関西支部です。 

 下水道は、今では在って当たり前の空気の

ような存在となっています。昨日行われた

大阪市下水道「120 周年記念シンポジウム」

でも、このことを代弁するような質問があ

りました。質問の要旨は、「水道代は飲料水

の代価として支払うが、下水道使用料は何

の代価として支払うのか？」というもので

した。もちろん下水道の目的は、公衆衛生

の確保、水環境の保全などですが、下水道

が整備されてしまうとその認識がなくな

ってしまうというのが実情です。そのこと

を、シンボル的に質問で述べられたのでは

ないかと感じました。私達は、下水道をこ

れからも維持し続けるために、何かを伝え
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何かを発信し続けることが NPO の役割で

あると考えています。 

 何かを伝え何かを発信し続けるには、「理

解を広げる」ことと「理解を深める」こと

が重要です。私達は下水道への理解を広げ

るために、「下水道休日スクール」で親子を

対象として下水道の入門的なことがらを

紹介するとともに、院内学級や養護学校に

出向き、子ども達を対象に「出前講座」を

行っています。また、「下水道市民講座」で

は、大人の方を対象にもう少し内容の深い

講座を開催しています。また、下水道への

理解を深めるために、研究会や講演会を開

催しています。 

 「研究会」は、NPO 水澄単独でテーマを決

め、時には講師を招いて質疑を挟みながら

勉強会を開催しています。(これまでのテー

マ：省スペース施設の開発・実施、脱水機

への想い出、揺籃期の流域下水道、世界の

水道民営化の実態、環境技術の海外援助に

ついて等) 

 専門家を招いての「講演会」では、講演後

に参加者との間で意見交換を行っていま

す。この講演会の様子は、水道産業新聞で

も報道されました。(これまでのテーマ：大

阪平野を取り囲む山々の水環境と都市河

川水質の変遷、下水道とエネルギー等) 

 身近な水環境をテーマとした「水環境をか

たる会」では、参加者との意見交換も活発

に行われる。(これまでのテーマ：身近な知

られていない下水道技術、水と遺産と歴史

と環境を探訪する、東海道富士を仰いで水

紀行等) 

 私達は、今後も下水道への理解を深め、そ

して広げる活動を続けていきたいと考え

ています。 

■意見交換■ 

Ｑ：NPO 活動は継続することが大切ですが、

そのために、どんなことに留意されてい

ますか。 

Ａ：一人で活動するのは限度がありますので、

仲間と連携しながら活動することが大

切だと考えています。 

Ｑ：NPO の運営では、積極的に参加する人が

限られているため、下水道 OB だけでは

なく現役の若い方にも参加しやすい方

策が必要ではありませんか。 

Ａ：例えば、市民講座に参加してくれた方が

NPO に参加してくれるとありがたいの

ですが、開催日を土曜日に変更しても若

い方の参加が少ないのが実情です。とは

言え、今年市民講座に参加してくれた方

が、その後に開催した「講演会」にも参

加してくれました。このようなことをき

っかけとして、NPO 活動に参加者してく

れる方が増えればいいと思います。 

Ｑ：質問ではなく感想です。名古屋から来ま

したが、今の話を聞いて、下水道使用料

が地域によって大幅に違うことを知り

ました。いろいろな機会を通じて、下水

道の重要さを、一人でも多くの方に知ら

せていただけるよう、今後も頑張って活

動してください。 

Ａ：ありがとうございました。 

Ｑ：私は兵庫県の出身ですが、大阪市のよう

に古くから下水道を始め、いろいろな技

術も先進的に開発されている実績を、大

阪市内だけでなく、広く他の地域でも紹

介するような取り組みも必要ではない

かと思いますが？ 

Ａ：NPO の活動には拠点が必要であり、現在

は、大阪市の下水道科学館をその拠点と

しています。ご提案は、将来の望ましい

姿であると思いますが、行政との連携も

始まったばかりですので、今後の課題と

させてください。      （以上） 
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NPOコーナーにおけるパネル展示の記録 

（下水道展’14大阪） 

NPO コーナーとパネル展示風景 

 

パネル展示参加団体一覧表 

頁 パネル展示団体名 備 考 

39 アクアフレンズ 水環境カフェの話題提供：１題 

41 NPO 法人 京都・雨水（あまみず）の会 水環境カフェの話題提供：１題 

42 NPO 法人 下水道と水環境を考える会・水澄 水環境カフェの話題提供：６題 

44 市民ボランティアネットワーク・石津川に鮎を 水環境カフェの話題提供：１題 

46 NPO 法人 21 世紀水倶楽部 水環境カフェの話題提供：１題 

48 東本願寺と環境を考える市民プロジェクト 水環境カフェの話題提供：１題 

50 大和川市民ネットワーク 水環境カフェの話題提供：１題 

52 NPO 法人 よどがわ・水研究会 水環境カフェの話題提供：１題 

54 恩智川環境ネットワーク会議 水環境カフェの話題提供：１題 

54 都賀川を守ろう会  

55 NPO 法人 日本下水文化研究会関西支部 水環境カフェの話題提供：３題 

55 福田川クリーンクラブ  

56 NPO 法人 びわこ・水ネット  
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「アクアフレンズ」展示パネル（１） 
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「アクアフレンズ」展示パネル（２） 
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「NPO 法人京都・雨水（あまみず）の会」展示パネル 
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「NPO 法人下水道と水環境を考える会・水澄」展示パネル（１） 
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「NPO 法人下水道と水環境を考える会・水澄」展示パネル（２） 
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「市民ボランティアネットワーク・石津川に鮎を」展示パネル（１） 

44 



17 

 

 

 

「市民ボランティアネットワーク・石津川に鮎を」展示パネル（２） 
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「２１世紀水倶楽部」展示パネル（１） 
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「２１世紀水倶楽部」展示パネル（２） 
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「東本願寺と環境を考える市民プロジェクト」展示パネル（１） 
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「東本願寺と環境を考える市民プロジェクト」展示パネル（２） 
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「大和川市民ネットワーク」展示パネル（１） 
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「大和川市民ネットワーク」展示パネル（２） 
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「NPO 法人よどがわ・水研究会」展示パネル（１） 
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「NPO 法人よどがわ・水研究会」展示パネル（２） 
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「恩智川環境ネットワーク会議」パネル展示の写真 

 

 

「都賀川を守ろう会」パネル展示の写真 
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「ＮＰＯ法人日本下水文化研究会関西支部」パネル展示の写真 

  

 

「福田川クリーンクラブ」パネル展示の写真 
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「ＮＰＯ法人 びわこ・水ネット」パネル展示の写真 
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